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先週､この時期としては記録的な高温になり､エアコンフル稼働となりました｡心配な点は､電気需要が 

ひっ迫していることです｡先の震災で､原子力発電に対する不信感が増し､更に､火力発電所､特に 

石炭を使用している発電所は､地球温暖化防止に逆行すると批判を受けて､増強できないからです｡ 

夏､電気使用の中心は､企業でも家庭でもエアコンです｡上手に使うことが必要ですが､熱中症も 

心配です｡エアコンを停めてしまうこともできません｡まず身近のところを確認してみましょう｡カーテン 

ブライトンドなどで遮熱することはもちろん､葦簀(ﾖｼｽ )゙などでエアコン室外機の温度を下げることも 

有効です｡最悪の事態として､停電することを考えると恐ろしくなります｡こまめな節電お願いします｡ 

ＫＥＳ環境マネジメント登録審査に向けて   

今年も､８月９日(火) ＫＥＳ環境マネジメントの審査が予定されています｡審査日当日は､社員全員の協力が 

必要です｡会社の中には､様々な環境のルールがあり､それを確認するための審査です｡まず､環境宣言文 

確認してください｡目標５項目のうち､一つだけでも覚えてください｡廃棄物置場には､指定された廃棄物以外 

置かないでください｡廃棄物容器も同じで､例えば､線屑入れの中に､一般のごみが混じっていてはいけま 

せん｡一般のごみ箱にリサイクルすると決めたものを入れてはいけません｡環境活動を開始してから今日まで 

全員で決めたルールを確実に守っていれば､特に指摘などは受けません｡よろしくお願いします｡ 

廃棄物の量が増えています 

生産が増加すれば､当然､ごみの量も増えてきます｡当社の場合､廃棄物の約７割が製品梱包に 

使われている､エアキャップや緩衝材等です｡新聞紙や茶紙のようなものは､分別が徹底され 

リサイクルされていますが､完全ではありません｡昨年から皆さんにお願いしている､取説､部品用小箱等 

まだ､捨てられているものがあります｡面倒でしょうが､分別にご協力ください｡水戸市は以前も話題に 

したことがありますが､全国の県庁所在地の中で､温暖化ガス排出量ワースト一位を継続中です｡数字 

だけでは本当の実力は見えて来ませんが､廃棄物が多い､自動車に乗る機会が多いことは､否定でき 

ません｡未来環境のためにも燃やすものを減らす努力を継続しなければなりません｡ 

紙リサイクルのお話    第4回 ｢ＯＡ用紙」 

ダンボール､新聞紙､雑紙の他にＯＡ用紙があります｡当社の場合多くは､機密文書として処分されて 

います｡このＯＡ用紙は､リサイクル用紙としては貴重で､多くはトイレットペーパーなどに利用されて 

います｡中には､再度ＯＡ用紙としてよみがえっているものもあります｡当然ながら､ホチキスがついて 

いたり､油性のマジックなどで書かれたものはリサイクルが難しくなります｡他にも様々な紙製品に 

再利用されています｡機密文書以外の用紙は分別お願いします｡該当する用紙がある場合は､是非 

機密文書とは別の容器に入れてください｡もしくは､担当者に声をかけてください｡即､回収します｡ 

最高責任者のコメント   ～ 第一回目の美化活動終了 ～ 

本年度第一回目の美化活動が無事終了した｡近隣の企業でも同様の美化活動を始めたところが  

あり表敬訪問を受けた｡地域に歓迎される行事となったことは喜ばしい｡今回も多くのごみが 

回収された｡問題になっているプラスチック廃棄物も､少しの量とはいえ､食い止められたことは､環境 

観点から意義があると思う｡また､こうした行事が､一部の社員で行うのではなく､全社員で行うことに 

意義を感じている｡草苅作業の前と後では､回収結果に差があったようだが仕方がない｡この経験から 

見えないところに､ごみを捨てる行為が､どのような結果を招くか､考えてみてほしい｡ 

２０２２年度環境目標達成状況                                                                                                                                                                                                                 

環境目標は､電気 

エコキャップ 

達成しました。 

ありがとうございました。                                      

  

 

 

上段の写真は､涼しげな写真を撮ろうと噴水を撮影に行きましたが、電気需要ひっ迫で中止になり万代橋と那珂川撮影してきました。（7月5日撮影） 


